
須　

藤　

美　

海　
　
（
岩
館
２
）

【
正
敬
・
悦
子 

長
女
】

芹　

田　

美　

羽　
　
（
岩　

子
）

【
雄
太
・
初
美 

長
女
】

　

斉　

藤　
　

進　
　
（
沼　

田
）

　

小　

林　

幸　

子　
（
能
代
市
）

米　

森　

ミ　

サ
（
87
）
石　

川

金　

平　

リ　

コ
（
85
）　

塙

鎌　

田　

永
治
郎
（
87
）
立　

石

山　

内　

シ
ゲ
コ
（
78
）
本　

館

勝　

原　

義　

雄
（
86
）
岩
館
１

日　

沼　

フ　

ミ
（
92
）
茂　

浦

菊　

地　
　

廣　

（
80
）
八
森
１

芦　

崎　

キ　

ク
（
94
）
カ
ッ
チ
キ
台

田　

村　

ト
ヨ
ノ
（
89
）
大
久
保
岱

佐　

藤　

ヤ
ヱ
子
（
84
）
茂　

浦

後　

藤　

キ　

ミ
（
85
）
滝
の
間

鈴　

木　
　

要　

（
81
）
八
森
３

布　

施　

良　

雄
（
81
）
カ
ッ
チ
キ
台

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

金　

平　

利　

之　
　
（　

塙　

）

亡　

母　

リ　

コ

米　

森　

勇　

一　
　
（
石　

川
）

亡　

母　

ミ　

サ

鎌　

田　

タ
ミ
ヱ　
　
（
立　

石
）

亡　

夫　

永
治
郎

野　

呂　

文　

雄　
　
（　

椿　

）

亡　

母　

ソ　

ノ

芦　

崎　

芳　

成　
　
（
石　

川
）

亡　

母　

キ　

ク

日　

沼　

博　

實　
　
（
茂　

浦
）

亡　

母　

フ　

ミ

山　

下　

玲　

子　
　
（
磯　

村
）

亡　

夫　
　

巖　

山　

打　

大　

輔　
（
カ
ッ
チ
キ
台
）

亡　

父　

順　

一

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

[

篤
志
寄
附
と
し
て]

笠　

原　

一　

二　
　
（
水　

沢
）

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
人
口
　
８
，
４
８
３
人（
減
12
人
）

　

●
男　

３
，
９
９
７
人（
減
５
人
）

　

●
女　

４
，
４
８
６
人（
減
７
人
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

３
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

14
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

13
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

14
人

■
世
帯
数
　
３
，
１
５
０
戸（
減
１
）

（　

 

）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

（敬称略）
6月

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん

お 

く 

や 

み

（
6
月
30
日
現
在
）

人
の
動
き

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

う　

み

み　

う

さきがけ峰浜 富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。

　

火
山
が
噴
火
す
る
と
、
地
下
か
ら
マ
グ
マ
が
あ
ふ
れ

て
き
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
下
か
ら
マ
グ

マ
は
あ
が
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
？
日
本
に
は
火
山
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
火
山
の
地
下
の
様
子
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
八
峰
町
で
は
マ
グ
マ
の

通
り
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆
海
浜
プ
ー
ル
の
白
い
岩
◆

　

岩
館
海
岸
に
あ
る
海
浜
プ
ー
ル
の
北
側
に
、
白
っ
ぽ

く
て
、
ご
つ
ご
つ
し
て
、
角
ば
っ
た
岩
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
石
英
安
山
岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石
で
、
マ
グ
マ

が
冷
え
て
固
ま
っ
た
も
の
で
す
（
写
真
上
）。
も
っ
と
も

冷
え
固
ま
っ
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
昔
の
話
で
、
２
，
０
０

０
万
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　

白
い
岩
が
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
登
っ
て
眺
め
て
み

ま
す
。
す
る
と
、
こ
の
白
い
岩
は
、
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル

の
板
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
、
し
か
も
赤
黒
い
岩
の

な
か
に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
る
で

赤
黒
い
パ
ン
（
ワ
イ
ン
パ
ン
の
よ
う
で
す
ね
）
の
中
に
白

い
チ
ー
ズ
を
挟
ん
だ
よ
う
な
（
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
が
あ

い
そ
う
で
す
ね
）
感
じ
で
す
。
こ
の
縦
に
な
っ
た
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
よ
う
な
構
造
は
、
地
下
深
く
ま
で
続
い
て

い
ま
す
し
、
海
の
力
で
削
ら
れ
る
前
に
は
は
る
か
上
ま

で
続
い
て
い
た
は
ず
で
す
。

◆
岩
脈
は
マ
グ
マ
の
通
り
道
◆

　

こ
の
白
い
岩
は
、
地
下
の
割
れ
目
の
中
を
マ
グ
マ
が

通
っ
て
き
た
跡
で
す
。
そ
の
証
拠
に
白
い
岩
の
両
側
に

あ
る
赤
黒
い
岩
は
全
く
同
じ
も
の
で
す
。
赤
黒
い
岩
を

割
っ
て
、
白
い
岩
を
作
る
マ
グ
マ
が
あ
が
っ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
も
の
を

岩
脈
（
が
ん
み
ゃ
く
）
と
言
い
ま
す
。

　

岩
脈
の
で
き
る
様
子
は
次
の
よ
う
な
実
験
で
再
現
で

き
ま
す
。
火
山
の
地
下
を
作
る
岩
石
を
ゼ
リ
ー
で
作
り

ま
す
（
ゼ
リ
ー
と
岩
で
は
だ
い
ぶ
違
う
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
巨
大
な
も
の
を
縮
小
し
て
実
験
す
る
と
、
ゼ
リ

ー
く
ら
い
の
固
さ
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
だ
そ
う
で
す
）。

ゼ
リ
ー
と
い
い
ま
し
て
も
、
30
セ
ン
チ
角
ほ
ど
の
巨
大

ゼ
リ
ー
で
す
。
そ
の
底
か
ら
注
射
器
で
着
色
し
た
油
を

注
入
し
ま
す
。
す
る
と
、
マ
グ
マ
代
わ
り
の
油
は
、
ゼ

リ
ー
に
割
れ
目
を
作
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
あ
が
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
ゼ
リ
ー
・
油
・
ゼ
リ
ー
と
ゼ
リ
ー
の

中
に
油
が
挟
ま
れ
た
よ
う
な
も
の
が
、
で
き
あ
が
り
ま

す
（
写
真
左
）。

　

こ
の
よ
う
な
マ
グ
マ
が
そ
の
ま
ま
固
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
海
浜
プ
ー
ル
に
あ
る
よ
う
な
岩
脈
が
で
き
あ
が
り

ま
す
。
上
に
あ
っ
た
火
山
は
、
長
い
年
月
の
間
に
海
の

力
で
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
下
で

で
き
た
岩
脈
を
、
海
岸
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

気
を
つ
け
て
み
ま
す
と
岩
館
海
岸
に
は
同
じ
よ
う
な

岩
脈
が
80
本
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
岩
館
海
岸
を
散
歩
す
る

だ
け
で
、
火
山
の
地
下
を
探
検
で
き
る
の
で
す
。

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部　

教
授　

林　

信
太
郎

連載 第6回 八峰町ジオパーク構想八峰町ジオパーク構想 ジオサイトの紹介⑤

岩
脈
　
割
り
込
ん
で
き
た
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た
も
の

岩脈を作る実験。透明な箱の中は透明なゼリー。
矢印のところがラー油。ゼリーが地下の岩石、
ラー油がマグマの代わりに使われている。

６月号クイズの答え
右の写真の答え・・・左から右に流れた
左の写真の答え・・・波でけずられたヘコミが隆

起した。
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